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登
場
人
物

松
田

啓
人(

1
0
)

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
・
ク
リ
ム
ゾ
ン
モ
ー
ド

↓

ギ
ル
モ
ン

李

健
良(

1
0
)

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
↓

テ
リ
ア
モ
ン

牧
野

留
姫(

1
0
)

サ
ク
ヤ
モ
ン

↓

レ
ナ
モ
ン

加
藤

樹
莉(

1
0
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ク
ル
モ
ン

北
川

健
太(

1
0

マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ェ
モ
ン

李

小
春(

0
7
)

ロ
ッ
プ
モ
ン

秋
山

遼(
1
4
)

ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン

↓

サ
イ
バ
ー
ド
ラ
モ
ン

ク
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モ
ン

イ
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プ
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y
p
n
o
s
T
e
a
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木
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フ
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ペ
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小
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寺
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…
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…
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…
…
…
…
オ
ペ
レ
ー
タ
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W
i
l
d

B
u
n
c
h

ド
ル
フ
ィ
ン
〔
ロ
ブ
・
マ
ッ
コ
イ
〕(

5
0
)

バ
ベ
ル(

3
6
)

デ
イ
ジ
ー(

4
0
)

カ
ー
リ
ー(

4
3
)

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
〔
水
野

伍
郎
〕(

4
2
)

P
a
r
e
n
t
s

松
田

剛
弘(

4
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)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
カ
ト
の
父
親

松
田

美
枝(

3
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…
…
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母
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…
…
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小
学
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教
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無
し
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中
島

美
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1
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)

伊
東

彩
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1
0
)
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台
詞
無
し
）

ス
ー
ツ
ェ
ー
モ
ン

バ
イ
フ
ー
モ
ン
（
台
詞
無
し
）
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□
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

○
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
内

樹
莉
と
ク
ル
モ
ン
を
囲
む
ケ
ー
ブ
ル
群
か
ら
、
低
温
の
青
い

炎
が
上
が
っ
て
い
る
。

樹

莉
「
く
、
ク
ル
モ
ン
！

こ
っ
ち
来
て
！
」

飛
び
つ
く
ク
ル
モ
ン
を
抱
き
し
め
る
樹
莉
、
強
い
顔
に
。

樹

莉
「
あ
た
し
、
い
つ
ま
で
も
泣
い
て
な
ん
か
い
た
く
な
い
！
」

ク
ル
モ
ン
「
（
不
安
）
ど
う
す
る
ん
で
ー
す
か
ク
ル
～
？
」

光
が
戻
っ
て
い
る
Ｄ
ア
ー
ク
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
る
樹
莉
。

○
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
内

タ
カ
ト
「

加
藤
さ
ん
！

待
っ
て
て
！

も
う
す
ぐ
迎
え
に
行
く
！
」

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

全
高
七
百
ｍ
、
マ
ザ
ー
・
デ
・
リ
ー
パ
ー
の
頂
目
掛
け

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
（
振
り
向
き
）
頼
ん
だ
ぞ
！

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
、
サ

ク
ヤ
モ
ン
、
ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
！
」

赤
い
荒
野
に
立
ち
肩
で
息
を
し
て
い
る
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
。

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
お
っ
お
ー
っ
！
（
雄
叫
び
）
」

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
、
三
回
目
の
全
門
開
放
！

○
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
内

ジ
ェ
ン
「
大
丈
夫
か!?

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン!?

」

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
（
オ
フ
）
だ
、
大
丈
夫
、
だ
け
ど
…
…
、
も
う
す
ぐ

撃
て
る
弾
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
…
…
」

ジ
ェ
ン
「
（
苦
渋
）
く
っ
…
…
」

○
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
内

１



樹
莉
、
両
手
で
持
っ
た
Ｄ
ア
ー
ク
を
壁
面
に
向
け
る
。

樹

莉
「
レ
オ
モ
ン

、
あ
た
し

」

Ｄ
ア
ー
ク
が
眩
い
光
を
放
ち

、
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア

壁
面
を
照
射
！

当
た
っ
た
部
位
、
淡
く
光
る
。

樹

莉
「
あ
た
し
の
運
命
は

、
あ
た
し
が
決
め
る
！
」

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

お
お
お
お
お
ん
ん
ん
ん
ん
ん

リ
ー
パ
ー
の
咆
哮
。

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
は
全
て
を
撃
ち
尽
く
し
た
。
肩
の
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
・
ミ
サ
イ
ル
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
は
空
疎
な
筒
。

ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
、
サ
ッ
と
腕
を
カ
ッ
タ
ー
ハ
ン
ド
に
換
装
。

遼

「
サ
ク
ヤ
モ
ン
、
君
の
曼
陀
羅
、
君
の
力
の
全
て
を
ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ

ン
の
カ
ッ
タ
ー
・
エ
ッ
ジ
に
ぶ
つ
け
て
く
れ
」

サ
ク
ヤ
モ
ン
「
！

何
を
莫
迦
な
事
を
！

そ
ん
な
事
を
し
た
ら

」

○
留
姫
と
遼

留

姫
「
あ
ん
た
た
ち
の
体
が
ど
う
な
っ
ち
ゃ
う
と
思
っ
て
ん
の
よ
！
」

遼

「
（
ニ
ヤ
）
金
剛
界
曼
陀
羅
だ
け
で
は
拡
散
し
て
し
ま
う
！

ジ
ャ

ス
テ
ィ
モ
ン
の
カ
ッ
タ
ー
に
そ
の
パ
ワ
ー
全
て
を
込
め
れ
ば
、
奴

を
ぶ
ち
切
れ
る
！
」

留

姫
「
だ
か
ら
！
あ
ん
た
達
が
危
な
い
っ
て
言
っ
て
ん
の
よ
！
！
」

遼

「

そ
れ
が
、
俺
た
ち
に
残
さ
れ
た
手
だ
。
頼
む
、
留
姫
」

ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
「
俺
は
そ
の
程
度
で
倒
れ
る
程
ヤ
ワ
じ
ゃ
な
い
ぜ
！
」

留

姫
「

遼
…
…
。
一
番
無
茶
す
ん
の
、
や
っ
ぱ
あ
ん
た
じ
ゃ
な
い
」

遼

「

あ
り
が
と
う
」

留
姫
、
涙
を
必
死
に
堪
え
唇
を
噛
む
。

サ
ク
ヤ
モ
ン
「
（
オ
フ
）
い
い
の
？

留
姫
…
…
」

留

姫
「
あ
た
し
た
ち
は
勝
つ
為
に
こ
こ
に
い
る
！

遼
と
ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ

ン
を
あ
た
し
は
信
じ
る
！
」

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

２



虚
空
に
跳
躍
す
る
ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
！

サ
ク
ヤ
モ
ン
、
錫
杖
を
振
り

サ
ク
ヤ
モ
ン
「
金
剛
界
曼
陀
羅
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
ッ
ッ
！
！
！
」

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

紫
の
力
の
場
が
現
れ
、
そ
れ
は
ジ

ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
の
カ
ッ
タ
ー
ハ
ン
ド
に
向
か
っ
て
凝
集
！

バ
リ
バ
リ
バ
リ
バ
リ
！

凄
ま
じ
い
パ
ワ
ー
が
ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
に
伝
わ
っ
て
い
く
！

ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
「
ぐ
っ
！

わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
」

遼

「
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
っ
っ
っ
！
（
苦
痛
）
」

慄
然
と
そ
れ
を
見
つ
め
る
ジ
ェ
ン
、
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
。

ジ
ェ
ン
「
ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
！
」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
（
下
を
見
て
）
そ
れ
が
お
前
の
戦
い
か
。
絶
対
に
勝
て
！
」

と
！

突
如
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
切
り
裂
く
者
！

○
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
内タ

カ
ト
、
迫
っ
て
く
る
者
を
見
て

タ
カ
ト
「
く
っ
そ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！

ど
う
し
て
も
邪
魔
す
る
気
だ
な!?

」

○
ド
ッ
グ
フ
ァ
イ
ト
！
（
後
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
戦
と
適
宜
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
）

A
D
R
-
0
6
"
H
o
r
n
S
t
r
i
k
e
r
"

四
体
が
、
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・

ア
タ
ッ
ク
で
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
を
攻
撃
！

強
靱
な
る
爪
が
デ

ュ
ー
ク
モ
ン
の
ボ
デ
ィ
に
傷
を
つ
け
て
い
く
！

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
ぐ
っ
、
ぐ
は
っ
！

」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
対A

D
R
-
0
6

、
壮
烈
な
ド
ッ
グ
フ
ァ
イ
ト
！

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
、
徐
々
に
態
勢
を
立
て
直
し
、
一
体
づ
つ
倒

し
て
い
く
が
、
マ
ザ
ー
か
ら
や
や
離
脱
。

○
サ
ク
ヤ
モ
ン
内

テ
イ
マ
ー
ボ
ー
ル
の
グ
ラ
イ
ド
（
帯
）
が
急
速
回
転
。

留

姫
「
（
苦
痛
に
堪
え
）
サ
ク
ヤ
モ
ォ
ォ
ォ
ォ
ン
！
」

３



○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

サ
ク
ヤ
モ
ン
「
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
っ
！
！
」

サ
ク
ヤ
モ
ン
の
肩
、
胸
部
装
甲
、
手
袋
が
砕
け
、
縛
っ
て
い

た
長
い
銀
髪
が
解
け
て
激
し
く
揺
ら
ぎ

、
全
て
の
パ
ワ

ー
を
放
出
！

虚
空
に
ぐ
っ
た
り
と
な
る
サ
ク
ヤ
モ
ン
。

そ
の
パ
ワ
ー
を
得
た
ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
、
カ
ッ
タ
ー
ハ
ン
ド

を
垂
直
に
突
き
出
す
や
、
そ
れ
は
数
千
倍
も
の
光
の
刃
に
。

ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
「
確
か
に
貰
っ
た
サ
ク
ヤ
モ
ン
の
力
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
！
」

リ
ー
パ
ー
の
前
に
飛
翔
す
る
ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
！

し
か
し
！

巨
大
な
鎌
２
本
再
び
突
出
！
、
襲
い
来
る
！

○
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
内

ジ
ェ
ン
「
（
太
極
拳
の
構
え
）
ハ
ッ
！

ハ
ハ
ッ
！

ハ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
！
」

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
、
一
本
の
鎌
を
踏
み
台
に
跳
躍
し

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
破
ァ
ァ
ッ
！
」

も
う
一
本
の
鎌
を
旋
回
腿
で
破
砕
！

そ
の
ま
ま
地
に
落
ち
か
け
る
も
、
残
っ
た
パ
ワ
ー
全
て
を
使

っ
て
ジ
ェ
ッ
ト
噴
射
反
転
！

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

拳
を
握
り
、
も
う
一
本
の
鎌
へ
！

ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
「
い
く
ぜ
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン!

!
!
!
!
!

」

垂
直
に
上
げ
て
い
た
巨
大
光
刃
を
構
え
た
！

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ッ
ッ
ッ
ッ!

!
!
!
!
!

」

渾
身
の
パ
ワ
ー
が
込
め
ら
れ
た
拳
が
、
鎌
を
破
砕
！

ズ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
！
！
！

無
数
の
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
成

る
リ
ー
パ
ー
、
そ
の
半
分
程
の
ケ
ー
ブ
ル
が
ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ

ン
の
巨
大
光
刃
に
断
ち
切
ら
れ
て
い
く
！

○
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
内

４



ド
ッ
ッ
ッ
！

つ
い
に
Ｄ
ア
ー
ク
の
光
が
壁
面
を
破
っ
た
！

ク
ル
モ
ン
「
や
っ
た
ク
ル
～
～
！
」

樹

莉
「
（
ニ
コ
ッ
）
レ
オ
モ
ン
が
助
け
て
く
れ

（
ハ
ッ
）
」

赤
黒
い
粘
液
（
液
体
に
近
い
メ
タ
ン
状
流
動
体
デ
・
リ
ー
パ

ー
）
が
室
内
に
流
れ
込
ん
で
く
る
！

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

全
て
のA

D
R
-
0
6

を
叩
き
落
と
し

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
タ
カ
ト
も
う
す
ぐ
だ
！

も
う
す
ぐ
樹
莉
の
と
こ
ろ
に
！
」

タ
カ
ト
「
！

割
れ
て
い
る
！

か
っ
、
加
藤
さ
ん
が

」

○
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
内

ど
ん
ど
ん
室
内
に
溜
ま
っ
て
い
く
赤
黒
い
粘
液
。

ク
ル
モ
ン
を
抱
き
樹
莉
、
必
死
に
ケ
ー
ブ
ル
を
伝
っ
て
逃
れ

よ
う
と
す
る
が

樹

莉
「
こ
、
こ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
て
…
…
！
」

恐
怖
に
お
の
の
く
樹
莉
の
瞳

、
そ
の
中
に
灯
る
黒
い
炎
。

▼
フ
ラ
ッ
シ
ュ
／
ニ
ッ
、
と
笑
み
を
浮
か
べ
るA

D
R
-
0
1

の
口
。

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

タ
カ
ト
「
加
藤
さ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
！
」

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
！

急
速
上
昇
す
る
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
。

と
！

そ
の
眼
前
に
急
速
凝
集
し
て
い
く
者

！

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
！

お
前
は
！
」

そ
れ
は

、A
D
R
-
0
1

。
し
か
し
そ
の
顔
は
リ
ー
パ
ー
の
如

く
空
疎
で
、
巨
大
な
口
蓋
だ
け
が
ニ
タ
ニ
タ
と
笑
っ
て
い
る
。

ガ
ッ
ッ
！

口
か
ら
放
た
れ
る
α
崩
壊
弾
！

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
が
ァ
ァ
ァ
ッ
！
」

防
ご
う
と
し
た
楯
、
破
砕
！

続
け
て
槍
も
失
う
！

A
D
R
-
0
1

、
両
腕
を
異
様
に
伸
ば
し
抑
え
つ
け
た
！

５



そ
の
向
こ
う

。
細
長
い
形
状
と
な
っ
た
リ
ー
パ
ー
、
頭

部
を
振
り
回
し
、
再
び
活
性
化
！

遼

「
く
そ
っ
！

な
ん
て
し
ぶ
と
い
！
」

ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
の
光
刃
、
消
失
。

A
D
R
-
0
1

「
（
樹
莉
の
声
）
人
も
デ
ジ
モ
ン
も
予
め
居
て
は
な
ら
な
い
存
在
」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
そ
れ
を
決
め
る
者
は
お
前
で
は
な
い
！
」

○
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
内

タ
カ
ト
「
人
間
だ
っ
て
動
物
だ
っ
て
植
物
だ
っ
て
、
そ
れ
に
デ
ジ
モ
ン
だ
っ

て
、
み
ん
な
命
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
ら
、
そ
れ
を
守
る
ん
だ
！

だ
っ
て
、
と
っ
て
も
大
切
な
も
の
だ
か
ら
！
」

タ
カ
ト
の
気
迫

、
そ
れ
が
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
に
伝
わ
る
！

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

自
ら
を
掴
む
腕
を
払
いA

D
R
-
0
1

に
向
か
っ
て
突
進
！

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
だ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
っ
っ
っ
っ
！
！
」

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
あ
っ
！
！
」

虚
空
か
ら
巨
大
孔
見
下
ろ
し
て
い
る
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
、

孔
の
奥
の
闇
か
ら
二
つ
の
巨
大
な
者
を
見
て
驚
く
！

ジ
ェ
ン
「
あ
れ
は
…
…
！
（
慄
然
）
」

グ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

ガ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

ス
ー
ツ
ェ
ー
モ
ン
と
バ
イ
フ
ー
モ
ン
が
咆
哮
を
上
げ
つ
つ
巨

大
孔
の
闇
よ
り
現
れ
、
リ
ー
パ
ー
を
奈
落
へ
引
き
ず
り
落
と

し
て
い
く
！

断
末
魔
を
あ
げ
つ
つ
、
消
え
て
い
く
リ
ー
パ
ー
。

○
筑
波
研
究
所

恵

「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
テ
ィ
ッ
ク
・
エ
デ
ィ
内
、
巨
大
異
分
子
消
滅
！
」
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山

木
「
よ
し
！

シ
ャ
ッ
ガ
イ
を
再
起
動
し
ろ
！
」

麗

花
「
了
解
！

シ
ャ
ッ
ガ
イ
・
カ
ー
ネ
ル
、
ブ
ー
ト
！
」

モ
ニ
タ
に
浮
か
ぶ
ブ
ー
ト
画
面
（
前
話
参
照
）
。

ド
ル
フ
ィ
ン
「

タ
オ
…
…
、
い
い
な
？
」

鎮

宇
「
（
険
し
い
顔
で
頷
く
）
」

S
H
I
B
U
M
I

「
（
室
内
の
者
に
）
み
ん
な
、
覚
悟
し
て
く
れ
よ
」

S
H
I
B
U
M
I

、
隅
の
自
分
の
卓
で
キ
ー
操
作
。

ブ
ン
！

突
如
重
く
な
る
空
気
。
室
内
が
赤
黒
く
な
り

○
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
内

顔
が
赤
黒
い
粘
液
に
埋
ま
り
つ
つ
あ
る

。

樹

莉
「
タ
…
…
カ
ト
…
…
く
ん
…
…
」

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

人
の
形
を
し
た
、
デ
ジ
モ
ン
と
デ
・
リ
ー
パ
ー
。
超
人
同
士

の
空
中
戦
！

俊
敏
さ
で
勝
るA

D
R
-
0
1

、
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
の
パ
ワ
ー
を
か
わ

し
、
口
か
ら
α
崩
壊
弾
を
吐
い
て
堕
そ
う
と
す
る
！

し
か
し
ひ
る
ま
な
い
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
！

拳
、
そ
し
て
キ
ッ

ク
でA

D
R
-
0
1

を
痛
打
！

○
筑
波
研
究
所

ド
ア
の
隙
間
か
ら
覗
い
て
い
る
小
春
、
目
を
丸
く
し
て
い
る
。

小

春
「
ふ
ぁ
あ
…
…
。
す
ご
い
ね
ロ
ッ
プ
モ
ン
…
…
、
あ
れ
？
」

ロ
ッ
プ
モ
ン
、
側
に
い
な
く
な
っ
て
い
る
。

室
内
が
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ

ー
ン
内
と
な
っ
て
い
た
。
中
央
に
は
、
超
光
速
渦
筒
の
黒
い

孔
。
そ
の
上
空
に
力
無
く
浮
い
て
い
る
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
。

鎮

宇
「

ジ
ェ
ン
リ
ャ
、
テ
リ
ア
モ
ン
、
聞
こ
え
る
か
ね
？
」
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○
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
内

ジ
ェ
ン
「!?

お
父
さ
ん!?

」

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
越
し
に
、
ぼ
や
け
た
鎮
宇
ら
の
姿
が
見
え
る
。

鎮

宇
「
私
は
テ
リ
ア
モ
ン
に
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ロ
ー
ド
し
た
」

ジ
ェ
ン
「
え
っ!

?

」

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
／
４
９
話

検
査
台
上
の
テ
リ
ア
モ
ン
「
な
ん
だ
か
耳
が
か
ゆ
い
よ
う
」

○
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
内

ジ
ェ
ン
「
あ
の
時
…
…
」

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
（
オ
フ
）
ぼ
く
に
何
ロ
ー
ド
し
た
の
ぉ
？
」

鎮

宇
「
す
ま
な
い
ね
黙
っ
て
い
て
。
山
木
君
の
シ
ャ
ッ
ガ
イ
だ
よ
」

ジ
ェ
ン
「
シ
ャ
ッ
ガ
イ
…
…
（
ハ
ッ
）
」

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
／
２
３
，
２
４
話

空
に
緑
色
の
グ
リ
ッ
ド
、
渦
が
巻
き
、
デ
ジ
モ
ン
達
を
巻
き

込
ん
で
い
く
。

○
筑
波
研
究
所
／
仮
想
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン

ジ
ェ
ン
「
あ
っ
、
あ
れ
を
テ
リ
ア
モ
ン
に!

?

ど
う
し
て!

?

」

山

木
「
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
と
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
相
互
に
干
渉
し
、

超
小
型
量
子
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
起
こ
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
人
工

知
性
を
引
き
込
む
、
そ
れ
が
シ
ャ
ッ
ガ
イ
だ
っ
た
」

ジ
ェ
ン
「
そ
、
そ
ん
な
も
の
を
何
で!?

」

ド
ル
フ
ィ
ン
「
今
君
の
下
に
あ
る
、
地
上
と
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
を
繋
ぐ

筒
、
そ
れ
は
光
を
超
え
る
速
度
で
回
転
を
し
、
デ
・
リ
ー
パ
ー
を

急
速
進
化
さ
せ
た
。
そ
れ
を
、
君
た
ち
の
力
で
逆
の
回
転
を
さ
せ
、

デ
・
リ
ー
パ
ー
を
元
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
退
化
さ
せ
る
為
だ
よ
」
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ジ
ェ
ン
「

そ
う
か
…
…
！

す
ご
い
！

お
父
さ
ん
た
ち
は
凄
い
！
」

鎮

宇
「

（
沈
痛
に
俯
く
）
」

山

木
「
シ
ャ
ッ
ガ
イ
は
修
正
し
た
。
君
た
ち
を
傷
つ
け
る
事
は
無
い
」

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
だ
け
ど
、
ど
う
や
っ
た
ら
…
…
」

ジ
ェ
ン
「
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
、
飛
行
モ
ー
ド
に
な
る
ん
だ
！
」

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
、
耳
が
翼
状
に
伸
び
る
。

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
耳
が
伸
び
た
よ
ー
」

ジ
ェ
ン
「
（
オ
フ
）
行
く
よ
！

僕
た
ち
が
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
！
」

巨
大
孔
の
中
央
に
降
り
て
い
く
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
。

そ
れ
を
、
憔
悴
し
き
っ
た
姿
で
見
つ
め
る
ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン

と
サ
ク
ヤ
モ
ン

。

サ
ク
ヤ
モ
ン
「
（
マ
ザ
ー
の
遥
か
上
空
を
見
上
げ
）
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
…
…
」

ド
オ
オ
オ
ン
ン
ン
！

A
D
R
-
0
1

の
伸
び
た
腕
で
引
き
回
さ
れ
、

マ
ザ
ー
の
壁
面
に
激
突
さ
せ
ら
れ
る
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
。

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
く
っ
…
…
そ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
」

態
勢
を
立
て
直
し

タ
カ
ト
「

僕
達
は

」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
、
渾
身
の
力
を
込
め

タ
カ
ト
「

絶
対
に

」

拳
を
振
り
上
げ

タ
カ
ト
「
い
な
く
て
い
い
存
在
な
ん
か
じ
ゃ

」

ド
ガ
ッ
ッ
ッ
！

A
D
R
-
0
1

の
顔
面
を
撃
破
！
！
！

タ
カ
ト
「
な
い
っ
っ
っ
！
！
」

A
D
R
-
0
1

「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
」

頭
部
が
割
れ
、
自
ら
α
崩
壊
す
るA

D
R
-
0
1

！

○
筑
波
研
究
所
／
仮
想
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン

ド
ル
フ
ィ
ン
「
回
転
が
始
ま
っ
た
！
」

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
超
光
速
渦
筒
内
に
て
、
徐
々
に
回
転
速
度
を
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上
げ
て
い
る
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
の
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
。

全
員
が
そ
れ
を
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
る
。

デ
イ
ジ
ー
「
デ
・
リ
ー
パ
ー
の
活
性
度
、
低
下
し
始
め
た
わ
！
」

カ
ー
リ
ー
「
こ
れ
な
ら
い
け
る
！

い
け
る
わ
！
」

鎮

宇
「
…
…
」や

や
離
れ
、
険
し
い
顔
で
思
案
を
し
て
い
るS

H
I
B
U
M
I

。

S
H
I
B
U
M
I

「

こ
こ
ま
で
は
計
算
通
り

、
し
か
し
…
…
、
何
だ
こ
の

引
っ
掛
か
り
は
…
…
。
何
か
、
何
か
が
間
違
っ
て
い
る
…
…
」

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！
！
！
！

凄
ま
じ
い
勢
い
で
旋
回
し
て
い
る
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
。
そ

の
体
か
ら
光
が
（
綿
飴
製
造
器
の
様
に
）
周
囲
の
筒
に
流
れ

伝
わ
り
、
筒
の
回
転
を
逆
に
回
し
始
め
る
！

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
う
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
」

○
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ン
内

ジ
ェ
ン
も
ま
た
、
強
烈
な
回
転
に
堪
え
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
「
が
っ
、
頑
張
れ
！

セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ
モ
ォ
ォ
ォ
ン
！
」

○
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
内

タ
カ
ト
「
加
藤
さ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
！
」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
、
つ
い
に
頂
へ
た
ど
り
着
く
！

タ
カ
ト
「
あ
っ!

?

」
割
れ
て
い
る
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
。

○
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
内

中
を
覗
く
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
。
し
か
し
中
に
樹
莉
達
は
い
な
い
。

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
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サ
ッ
と
見
回
す
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
。

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
あ
そ
こ
に
！
」

デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
最
上
部
付
近
を
漂
う
、
ク
ル
モ
ン

を
抱
い
た
樹
莉
。
二
人
と
も
意
識
が
無
い
。

そ
こ
に
向
か
っ
て
、
カ
ー
ネ
ル
・
ス
フ
ィ
ア
を
蹴
っ
て
飛
び

立
つ
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
。

キ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
ン
ン
ン
ン
！

最
早
そ
の
輪
郭
を
失
い
、
光
と
な
っ
て
い
る
セ
ン
ト
ガ
ル
ゴ

モ
ン
。
壁
面
の
回
転
は
亜
光
速
に
。

サ
ク
ヤ
モ
ン
「
見
て
！
」

ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
に
促
す
サ
ク
ヤ
モ
ン
。

デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
の
壁
面
が
凝
集
を
始
め
た
！

○
筑
波
研
究
室

仮
想
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
も
、
ゆ
っ
く
り
と
凝
集
を
始

め
て
い
る
。
安
堵
の
息
が
漏
れ
る
。

ド
ル
フ
ィ
ン
「I

t
w
o
r
k
s
.
.
.

我
々
の
勝
利
だ
…
…
」

麗

花
「
（
山
木
に
寄
り
添
い
）
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
？
」

山

木
「
（
穏
や
か
に
）
光
を
超
え
る
速
度
が
重
力
場
を
歪
め
、
時
間
を
逆

行
さ
せ
て
い
る
。
言
わ
ば
局
所
的
タ
イ
ム
マ
シ
ン
な
ん
だ
」

バ
ベ
ル
「
重
力
の
あ
る
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
に
出
て
き
た
報
い
だ
」

デ
イ
ジ
ー
「
ね
ぇ
、
変
だ
わ
。
シ
ャ
ッ
ガ
イ
の
パ
ワ
ー
は
落
ち
て
い
な
い
の

だ
け
ど
、
ど
ん
ど
ん
質
量
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
み
た
い
」

S
H
I
B
U
M
I

「
や
っ
ぱ
り
だ
！

僕
の
作
っ
た
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
は
失
敗
だ
！
」

ド
ル
フ
ィ
ン
「
ど
う
し
た
ん
だS

H
I
B
U
M
I

、
何
が
失
敗
だ
」

S
H
I
B
U
M
I

「
（
早
口
で
や
や
吃
り
な
が
ら
）
デ
ジ
モ
ン
達
を
デ
・
リ
ー
パ
ー

内
で
自
由
に
活
動
さ
せ
る
為
に
、
僕
は
デ
ジ
モ
ン
達
固
有
の
波

長
を
チ
ュ
ー
ン
し
て
デ
・
リ
ー
パ
ー
の
波
長
に
近
づ
け
、
彼
ら

の
体
そ
の
も
の
を
超
流
動
体
に
し
た
」

カ
ー
リ
ー
「
あ
な
た
の
閃
き
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
」

S
H
I
B
U
M
I

「
（
か
ぶ
り
を
振
り
）
人
と
デ
ジ
モ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
、
計
算
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し
き
れ
な
か
っ
た
…
…
」

鎮

宇
「
（
掴
み
か
か
ら
ん
ば
か
り
に
）
な
っ
、
何
が
起
こ
る!?

」

S
H
I
B
U
M
I

「

予
想
よ
り
も
早
い
…
…
デ
ジ
モ
ン
達
の
…
…
」

鎮

宇
「
子
ど
も
た
ち
が
…
…
！
（
慄
然
）
」

○
ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
内

ジ
ャ
ス
テ
ィ
モ
ン
「
遼
、
何
か
お
か
し
い
！
」

遼

「
！

こ
れ
は
…
…
」

テ
イ
マ
ー
・
ボ
ー
ル
の
グ
ラ
イ
ド
が
消
え
て
い
く
！

○
サ
ク
ヤ
モ
ン
内

サ
ク
ヤ
モ
ン
「
留
姫
、
ご
め
ん
な
さ
い
！

私
に
は
ど
う
に
も
出
来
な
い
！
」

留

姫
「
ど
う
な
っ
ち
ゃ
う
の!

?

」

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

樹
莉
ま
で
あ
と
少
し
の
と
こ
ろ
で

、
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
、

止
ま
る
！

○
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
内

タ
カ
ト
「
ど
っ
、
ど
う
し
た
の
さ
デ
ュ
ー
ク
モ
ン!?

」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
タ
カ
ト

、
も
う
こ
の
姿
、
保
て
な
い
…
…
」

タ
カ
ト
「
そ
っ
、
そ
ん
な!!

」

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
「
タ
カ
ト
、
樹
莉
を

早
く
…
…
」

や
は
り
グ
ラ
イ
ド
が
消
え
て
い
く
！

タ
カ
ト
「
デ
ュ
ー
ク
モ
ン
！

ギ
ル
モ
ン!

?

」

タ
カ
ト
の
視
界
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
は
な
く
直
接
の
そ
れ
に

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

デ
ュ
ー
ク
モ
ン
の
姿
、
光
に
包
ま
れ

ギ
ル
モ
ン
へ
。
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虚
空
に
飛
び
出
す
タ
カ
ト
、
苦
し
い
が

タ
カ
ト
「
ギ
、
ギ
ル
モ
ン!?

」

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
！
」

ギ
ル
モ
ン
、
体
を
反
転
さ
せ
、
尻
尾
を
タ
カ
ト
の
前
に
。

タ
カ
ト
「
！

判
っ
た
！
」

タ
カ
ト
、
ギ
ル
モ
ン
の
尾
を
両
手
で
握
る
。

ギ
ル
モ
ン
「
で
え
え
え
え
え
い
っ
！
」

思
い
っ
き
り
体
を
振
り
回
し

、
タ
カ
ト
を
上
空
へ
！

泡
の
頂
点
近
く
に
漂
う
樹
莉

。

サ
イ
バ
ー
ド
ラ
モ
ン
、
レ
ナ
モ
ン
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
イ
マ
ー

を
抱
き

レ
ナ
モ
ン
「
早
く
こ
こ
か
ら
出
な
く
て
は
留
姫
達
が

」

サ
イ
バ
ー
ド
ラ
モ
ン
「
あ
あ
！

だ
が
あ
い
つ
ら
が
未
だ
！
」

旋
回
し
て
い
る
光

、
と

、
ジ
ェ
ン
が
分
離
し
て
漂

い
だ
す
。

留

姫
「
（
苦
し
い
）
レ
ナ
モ
ン
…
…
、
ジ
ェ
ン
を
…
…
」

レ
ナ
モ
ン
「
判
っ
た
！
」

レ
ナ
モ
ン
、
ジ
ェ
ン
を
救
い
に
飛
ぶ
。

ジ
ェ
ン
「

テ
リ
ア
モ
ン
…
…
」

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ッ
ッ
ッ
！

超
光
速
渦
筒
の
中
の
、
小
さ
な
小
さ
な
光

。

タ
カ
ト
「
僕
だ
よ
！

来
た
ん
だ
迎
え
に
！
！
」

と
、
ク
ル
モ
ン
が
気
づ
く
。

ク
ル
モ
ン
「
！

タ
カ
ト
…
…
、
ジ
ュ
ー
リ
！

ジ
ュ
ー
リ
！
」

タ
カ
ト
、
両
手
を
開
い
て

、
樹
莉
を
抱
く
！

タ
カ
ト
「
樹
莉
！

し
っ
か
り
し
て
！

目
を
目
を
開
い
て!!

」

樹

莉
「
…
…
タ
カ
ト
、
君
…
…
？
」

タ
カ
ト
「
う
ん
…
…
（
未
だ
樹
莉
の
表
情
が
不
明
瞭
故
に
不
安
）
」

樹

莉
「
…
…
（
微
笑
）
会
い
た
か
っ
た
…
…
、
と
っ
て
も
！
」

タ
カ
ト
「

（
涙
が
浮
か
ぶ
）
僕
だ
っ
て
！
」

樹
莉
、
思
わ
ず
タ
カ
ト
に
し
が
み
つ
く
。
微
笑
む
タ
カ
ト
。

ゆ
っ
く
り
と
落
ち
て
い
く
二
人
。
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ギ
ル
モ
ン
、
泳
ぐ
様
に
近
づ
き

ギ
ル
モ
ン
「
樹
莉
～

ク
ル
モ
ン
～
」

ク
ル
モ
ン
、
嬉
し
そ
う
に
ギ
ル
モ
ン
の
頭
に
乗
る
。

ク
ル
モ
ン
「
ギ
ル
モ
ン
～
」

タ
カ
ト
「
（
見
下
ろ
す
）
み
ん
な
、
分
離
し
ち
ゃ
っ
て
る
…
…
。
ど
う
や
っ

て
こ
こ
か
ら
出
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
…
…
」

と

、
遠
く
か
ら
声
。

ケ
ン
タ
「
（
オ
フ
）
お
ー
い
！

み
ん
な
ぁ
ぁ
（
緊
張
感
の
無
い
声
）
」

タ
カ
ト
「
！
」

留
姫
と
遼
、
ジ
ェ
ン
も
見
上
げ
る
。

留

姫
「

（
嬉
し
い
）
あ
ん
た
た
ち
…
…
」

上
空
か
ら
降
下
し
て
く
る
、
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ラ
ブ
の
シ
ー
ル

ド
に
包
ま
れ
、
ガ
ー
ド
ロ
モ
ン
に
乗
っ
た
ヒ
ロ
カ
ズ
と
ケ
ン

タ
、
そ
し
て
ロ
ッ
プ
モ
ン
達
が
来
る
。

ヒ
ロ
カ
ズ
「
助
け
に
来
て
や
っ
た
ぜ
！
俺
様
達
が
よ
ぉ
！
」

ケ
ン
タ
「
マ
リ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
モ
ン
、
が
ん
ば
れ
！
」

マ
リ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
モ
ン
「
（
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ラ
ブ
を
放
ち
な
が
ら
）
ぷ
ー

ぴ
ー
ぷ
ー
（
ち
っ
と
も
辛
そ
う
じ
ゃ
な
い
）
」

ガ
ー
ド
ロ
モ
ン
「
テ
リ
ア
モ
ン
は
ど
こ
だ
ぁ
？
」

超
光
速
渦
筒
の
中
心
、
徐
々
に
回
転
を
緩
め
、
グ
ロ
ッ
キ
ー

な
テ
リ
ア
モ
ン
の
姿
が
現
れ
る
。

ジ
ェ
ン
「
テ
リ
ア
モ
ォ
ォ
ォ
ン
！

大
丈
夫
か
ー
ー
ー
ッ!

?

」

テ
リ
ア
モ
ン
「
も
、
も
～
ま
ん
た
い
～
～
」

樹
莉
を
抱
き
な
が
ら
、
タ
カ
ト
も
そ
こ
へ
降
下
し
て
い
く
。

樹

莉
「

み
ん
な
、
一
緒
だ
ね
…
…
」

タ
カ
ト
「

う
ん
…
…
、
み
ん
な
一
緒
さ
、
ず
っ
と
。
ね
、
ギ
ル
モ
ン
」

ギ
ル
モ
ン
「
う
ん
！
」

○
三
軒
茶
屋
近
辺

玉
川
通
り
首
都
高
架
下
。
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
が
急
速
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に
後
退
し
て
い
く
。
引
い
た
後
は
、
元
の
ま
ま
の
町
並
み
。

○
衛
星
高
度

凝
集
し
て
い
く
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン

。

山

木
「
（
モ
ノ
／
回
顧
調
）
あ
れ
が
本
当
に
た
だ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た

の
か
。
そ
れ
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
奥
底
で
、
何
か
他
の

、

別
の
世
界
と
繋
が
っ
た
存
在
だ
っ
た
の
か
、
今
の
我
々
で
は
知
る

事
は
出
来
な
い
。

今
は
、
だ
が
…
…
」

▼
イ
メ
ー
ジ

グ
リ
ッ
ド
を
埋
め
つ
く
し
て
い
た
赤
黒
い

点
の
集
合＝

リ
ー
パ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
小
さ
な
点
に
凝
集
。

○
新
宿
中
央
公
園
／
朝
焼
け

タ
カ
ト
達
、
そ
し
て
ギ
ル
モ
ン
達
が
い
る
。

デ
・
リ
ー
パ
ー
既
に
全
て
消
え
、
都
庁
を
中
心
に
ゾ
ー
ン
が

直
径
３
０
ｍ
に
ま
で
縮
小
し
た
超
高
速
渦
筒
を
包
ん
で
い
る
。

留

姫
「

終
わ
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
こ
れ
で
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
、
や
っ
た
ね
！
」

タ
カ
ト
「
う
ん
！
（
樹
莉
を
見
る
）
」

微
笑
み
返
し
て
い
た
樹
莉
、
ハ
ッ
と
な
る
。

タ
カ
ト
の
向
こ
う
、
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
ち
、
樹
莉
を

正
視
出
来
ず
に
斜
に
立
っ
て
い
る
イ
ン
プ
モ
ン
。

レ
ナ
モ
ン
「
イ
ン
プ
モ
ン
！

無
事
だ
っ
た
か
」

イ
ン
プ
モ
ン
「
（
レ
ナ
モ
ン
に
）
へ
へ
。
俺
に
も
よ
、
テ
イ
マ
ー
が
い
た
ぜ
」

レ
ナ
モ
ン
「
…
…
そ
う
か
…
…
」

じ
っ
と
イ
ン
プ
モ
ン
を
見
つ
め
て
い
る
樹
莉
。

イ
ン
プ
モ
ン
「

（
言
い
淀
む
）
俺
…
…
、
俺

」

樹

莉
「

良
か
っ
た
…
…
」

イ
ン
プ
モ
ン
「
へ
…
…
」

樹

莉
「
も
う
、
誰
も
一
人
だ
っ
て
、
い
な
く
な
っ
て
欲
し
く
な
か
っ
た
」

イ
ン
プ
モ
ン
「

俺
を

、
許
す
っ
て
の
か
…
…
？
（
目
が
潤
む
）
」

微
笑
ん
で
い
る
樹
莉
。

マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ェ
モ
ン
「
ぷ
ぷ
っ
、
ぴ
ー
ぴ
」
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ヒ
ロ
カ
ズ
「
ん
？

な
ん
だ
っ
て
？
」

ケ
ン
タ
「
な
ん
か
、
変
な
ん
だ
…
…
」

レ
ナ
モ
ン
「
留
姫
…
…
」

留

姫
「
ど
う
し
た
の
？

レ
ナ
モ

（
ハ
ッ
）
」

レ
ナ
モ
ン
の
体
、
縮
小
し
て
い
く
。

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
ォ
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
も

。

テ
リ
ア
モ
ン
「
ジ
ェ
ン
～
～
」

ジ
ェ
ン
「
テ
リ
ア
モ
ン!?

」

デ
ジ
モ
ン
達
、
幼
年
期
に
退
化
し
て
い
く
！

タ
カ
ト
「
ギ
ッ
、
ギ
ル
モ
ン
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の!?

」

ギ
ギ
モ
ン
「
わ
か
ん
な
い
～
」

ク
ル
モ
ン
「
く
る
る
～
？
？
（
そ
の
ま
ま
の
姿
で
縮
小
）
」

と
、
向
こ
う
か
ら
小
春
が
駈
け
て
く
る
。

小

春
「
ジ
ェ
ン
兄
ち
ゃ
ー
ん
！

ロ
ッ
プ
モ
ー
ン
！

テ
リ
ア
モ
ー
ン
！
」

振
り
向
く
ジ
ェ
ン
。

小
春
の
後
か
ら
来
る
鎮
宇
。

ジ
ェ
ン
「
お
と
う
さ
ん
！
」

し
か
し

、
鎮
宇
は
固
い
顔
で
い
る
。

ジ
ェ
ン
「
（
当
惑
）

」

ギ
ギ
モ
ン
、
ポ
コ
モ
ン
、
グ
ミ
モ
ン
、
チ
ョ
コ
モ
ン
、
カ
プ

リ
モ
ン
達
は
ま
だ
、
変
化
を
止
め
よ
う
と
し
て
い
な
い
。

小

春
「
（
し
ゃ
が
ん
で
）
あ
れ
れ
～
？

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
ち
っ
ち
ゃ

く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
？
」

タ
カ
ト
「
こ
れ
ど
う
い
う
事
な
の!?

ど
う
し
て
、
ど
う
し
て
ギ
ル
モ
ン
達

は
退
化
し
ち
ゃ
う
の!

?

」

ジ
ェ
ン
「
退
化
…
…
（
ハ
ッ!

?

）

お
と
う
さ
ん!?

こ
れ
っ
て

」

鎮

宇
「

私
た
ち
の
計
画
は
成
功
し
た
…
…
。
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
と

デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
の
境
界
は
再
び
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
」

遼

「

じ
ゃ
あ
…
…
、
デ
ジ
モ
ン
達
は
…
…
」

鎮

宇
「
彼
ら
の
世
界
に
帰
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
い

た
ら
、
デ
・
リ
ー
パ
ー
の
様
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
し
ま
う
」

タ
カ
ト
「
そ
っ
、
そ
ん
な
の
ヤ
だ
よ
！

僕
は
約
束
し
た
ん
だ
！

ギ
ル
モ

ン
と
ず
っ
と
ず
っ
と
こ
れ
か
ら
も
一
緒
だ
っ
て
！
！
」
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留

姫
「
（
嫌
だ
と
首
を
振
り
）
あ
た
し
、
そ
ん
な
の
絶
対
認
め
な
い
」

ジ
ェ
ン
「
（
拳
を
握
り
し
め
）
お

、
お
父
さ
ん
は
こ
う
な
る
っ
て
判
っ

て
て
テ
リ
ア
モ
ン
を!

?

」

鎮

宇
「

本
当
に
す
ま
な
い
。
償
い
き
れ
な
い
事
を
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
が
世
界
を
守
る
唯
一
の
方
法
だ
っ
た
」

ジ
ェ
ン
「
（
う
、
嘘
だ
！

そ
ん
な
事
信
じ
た
く
な
い
！
）
」

ポ
コ
モ
ン
を
抱
き
し
め
る
留
姫
。

留

姫
「
ヤ
ダ
！

絶
対
ヤ
ダ
！

離
れ
た
く
な
い
！
」

ポ
コ
モ
ン
「
ル
キ
、
ア
タ
シ
タ
チ
、
キ
ッ
ト
マ
タ
ア
エ
ル
」

留

姫
「
（
泣
き
叫
ぶ
）
ま
た
っ
て
い
つ
よ
！

い
つ
な
の
よ
！
！
」

タ
カ
ト
「
…
…
ギ
ル
モ
ン
…
…
」

ギ
ギ
モ
ン
「
ゼ
ッ
タ
イ
マ
タ
イ
ッ
シ
ョ
ニ
ア
ソ
ボ
ウ
ネ
！

タ
カ
ト
！
」

タ
カ
ト
「
（
涙
を
零
し
な
が
ら
、
笑
み
）
…
…
う
ん
…
…
」

し
か
し
笑
み
を
維
持
出
来
ず
、
目
を
ギ
ュ
ッ
と
閉
じ
て
、
ボ

ロ
ボ
ロ
と
涙
を
零
す
タ
カ
ト
。

グ
ミ
モ
ン
「
モ
ー
マ
ン
タ
イ
」

ジ
ェ
ン
「
（
泣
い
て
い
る
）

テ
リ
ア
モ
ン
…
…
」

ゾ
ー
ン
に
向
か
っ
て
い
く
デ
ジ
モ
ン
達
。

手
を
振
っ
て
い
る
ヒ
ロ
カ
ズ
と
ケ
ン
タ
。

タ
カ
ト
「

（
涙
を
拭
い
、
精
一
杯
元
気
な
声
で
）
絶
対
だ
ぞ
ギ
ル
モ
ォ

ォ
ォ
ォ
ン
！

絶
対
絶
対
約
束
だ
ぞ
ー
ッ
ッ
ッ
！
」

留

姫
「
絶
対

、
き
っ
と
だ
か
ら
ね
っ
…
…
」

ジ
ェ
ン
「

（
呟
く
）
絶
対
…
…
。
そ
う
…
…
、
絶
対
ま
た
…
…
」

脚
に
し
が
み
つ
い
て
ベ
ソ
を
か
い
て
い
る
小
春
の
頭
を
撫
で

な
が
ら
、
鎮
宇
は
沈
痛
に
テ
イ
マ
ー
の
背
を
見
つ
め
て
い
る
。

と

、
顔
を
歪
め
た
ジ
ェ
ン
が
振
り
向
い
た
。

鎮

宇
「

（
覚
悟
を
し
て
い
る
）
」

ジ
ェ
ン
、
懸
命
に
笑
顔
を
作
っ
て
、
首
を
横
に
降
っ
た
。

鎮

宇
「
ジ
ェ
ン
リ
ャ
…
…
！
」

彼
の
息
子
は
、
父
を
許
し
た
。
そ
の
事
が
鎮
宇
の
感
情
を
解

き
放
っ
た
。
声
を
上
げ
て
泣
き
崩
れ
る
鎮
宇
。

小

春
「
（
驚
い
て
）
お
父
さ
ん
！

お
父
さ
ー
ん!?

」
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ゾ
ー
ン
の
中
に
消
え
て
い
く
デ
ジ
モ
ン
。

姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
も
、
見
送
り
続
け
て
い
る
テ
イ
マ
ー
。

そ
し
て

、
ゾ
ー
ン
も
ま
た
、
消
え
て
い
く
…
…
。

○
西
新
宿
俯
瞰

以
前
と
全
く
変
わ
り
な
い
景
観
が
戻
っ
て
い
る

。

そ
し
て
、
人
々
の
生
活
も

。

人
々
の
記
憶
も

。

○
ま
つ
だ
ベ
ー
カ
リ
ー

タ
カ
ト
「
（
オ
フ
）
お
は
よ
ー
っ
！
」

○
同
／
調
理
室

剛

弘
「
お
ぉ
タ
カ
ト
、
お
は
よ
…
…
」

駆
け
降
り
て
き
た
タ
カ
ト
、
店
の
パ
ン
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
次
々

ね
じ
込
ん
で
飛
び
出
し
て
い
く
。

タ
カ
ト
「
ふ
が
ふ
が
ぶ
か
ー
っ
（
行
っ
て
き
ま
ー
す
）
」

美

枝
「
こ
ら
っ
！

も
っ
と
早
く
起
き
て
ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
き
な
さ
い
！
」

○
恐
竜
公
園

タ
カ
ト
「
お
は
よ
ー
っ
！
」

時
計
台
下
で
は
、
ヒ
ロ
カ
ズ
、
ケ
ン
タ
、
泰
三
ら
が
、
美
紀

サ
イ
レ
ン
ト
処
理

と
樹
莉
の
カ
ー
ド
・
バ
ト
ル
を
覗
き
込
ん
で
い
た
。

で
も
結
構
で
す
。

ケ
ン
タ
「
お
ー
タ
カ
ト
お
せ
ー
じ
ゃ
ん
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
あ
っ
、
バ
カ
っ
！

加
藤
そ
ん
な
カ
ー
ド
そ
こ
で
使
う
な
っ
」

樹

莉
「
う
る
さ
い
な
っ
！

ち
ょ
っ
と
黙
っ
て
て
！

タ
カ
ト
君
お
は
よ
」

タ
カ
ト
「
…
…
う
ん
、
お
は
よ
う
（
微
笑
）
」

○
淀
橋
小
学
校
／
教
室
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真
剣
に
、
生
徒
に
伝
え
よ
う
と
授
業
を
し
て
い
る
奈
美
。

タ
カ
ト
、
真
面
目
に
聞
い
て
い
た
が

、
ふ
と
目
を
、
落

書
き
を
し
て
無
い
ノ
ー
ト
に
落
と
す
…
…
。

と
、
視
線
を
感
じ
た
。

樹
莉
、
手
の
形
で
、
「
わ
ん
、
元
気
だ
し
て
！
」

タ
カ
ト
「
…
…
（
微
笑
）
」

顔
を
こ
ち
ら
に
向
け
、
微
笑
む
樹
莉
。

○
新
宿
中
央
公
園
／
放
課
後

タ
カ
ト
、
ギ
ル
モ
ン
ホ
ー
ム
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
見
る
。

し
ば
ら
く
見
て
い
た
が
、
寂
し
げ
に
歩
き
だ
す
タ
カ
ト
。

と
、
そ
の
上
空
高
く
、
デ
ジ
ノ
ー
ム
が
旋
回
し
て
飛
び
去
る
。

○
十
二
社
通
り

タ
カ
ト
、
ふ
と
治
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
が
気
に
な
っ
て
、

柵
を
抜
け
て
中
へ

。

○
工
事
現
場

中
に
入
っ
て
き
た
タ
カ
ト
。
薄
暗
い
、
休
止
中
の
工
事
現
場

を
見
回
す
。
特
に
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
イ
メ
エ
ジ

。

は
っ
、
と
な
っ
て
、
下
の
方
を
見
回
す
タ
カ
ト
。

そ
れ
は

、
直
径
５
０
セ
ン
チ
程
の
、
『
ゾ
ー
ン
』
。

タ
カ
ト
、
屈
み
込
ん
で
、
じ
っ
と
、
そ
れ
を
、
見
つ
め
る
。

タ
カ
ト
の
表
情

、
徐
々
に
、
明
る
く
な
っ
て

新
た
な
る
、
冒
険
の
予
感
。

デ
ジ
モ
ン
テ
イ
マ
ー
ズ

完

１９


